
地方公共団体情報システム標準化に伴う統合滞納管理システム導入作業委託　評価基準

（１）評価項目及び評価基準

配点係数 審査点 評価の基準

1 事業者規模、構築実績 2 0～5 満点 10
・事業者の規模はどの程度か
・同様案件の実績はどの程度あるか

2 構築体制 2 0～5 満点 10

・PMの実績はどの程度か
・開発要員の構築実績はどの程度か
・開発要員のスキル（CSP保有資格等）はどの程度か
・システムを適切に導入し、安定的に動作させることができるか

3 データ移行 3 0～5 満点 15
・検証方法は適切か、市職員の負担を減らす方法をとっているか
・データ移行の計画は適切か（実現可能なスケジュールか）

4 スケジュール（工程） 3 0～5 満点 15
・作業計画が体系的に整理されているか
・移行計画は適切か
・期限までに完了できるか

5 職員研修 2 0～5 満点 10 研修の計画（実施方法、回数、時間）などは適切か

6 運用・保守 4 0～5 満点 20
・迅速かつ適切にサポートできる体制は整っているか
・ガバメントクラウドの利用状況を可視化し、改善提案する体制が整っている
か

7 その他 1 0～5 満点 5 その他特に評価すべき事項

8 CSP構成 4 0～5 満点 20

・効率的かつ無駄なガバメントクラウド利用料が発生する構成となっていない
か。
・デジタル庁が作成した「ガバメントクラウドの適切な利用によるコスト最適
化のアプローチガイド」にならい、「ガバメントクラウドを適切に利用する構
成となっているか」

9 画面の見やすさ、わかりやすさ 2 0～5 満点 10

・画面におけるヘッダー、検索窓、データ項目、ボタンなどの配置場所がわか
りやすく区分けされているか。
・各画面のレイアウトは、可能な限り統一されているか。（利用者への教育が
最小限であっても理解できるか。）
・経過記録画面や備考画面の見やすさ（一目で全文確認できるか。）

10 階層の適切性 2 0～5 満点 10
・画面の階層が適切か。
・利用者が現在作業中の画面がどの階層（ステータス）であるかを一見して把
握することができるか。

11 必要なアクションのわかりやすさ 2 0～5 満点 10
次の画面への遷移や入力内容の確定処理など、次に必要なアクションの識別及
び実行が容易な画面レイアウトになっているか。

12 権限による制御 2 0～5 満点 10
画面に表示するメニューや項目、ボタン等について、権限によって制御できる
仕組みがあるか。

13 画面項目の状態の識別しやすさ 2 0～5 満点 10
編集不可項目や必須入力項目など、画面表示されている項目の状態が、一目で
わかるようになっているか。

14 誤りを防止・検知する仕組み 3 0～5 満点 15

入力項目について、可能な限り利用者の入力を容易とし、誤りを防止するため
の手段が盛り込まれているか。
（例）
・選択式の入力が可能
・入力補助機能がある 入力項目について、可能な限り利用者の入力を容易と
し、誤りを防止するための手段が盛り込まれているか。

15 エラー処理 3 0～5 満点 15
エラーやアラートに該当する事象が生じた場合、該当箇所がわかりやすく表示
され、次のアクションを把握できる仕組みになっているか。

16 複数画面 1 0～5 満点 5 複数画面を同時に開き、操作を進めることができるか。

17 同時並行処理 2 0～5 満点 10
 一つの機能の処理中に、別の画面等で別の作業を実施した場合、進行中の処
理に影響せずに終了できるか。

18 バッチ処理による影響 2 0～5 満点 10 日中のバッチ処理により、業務影響を受けない（システム停止は不要）か。

19 その他の機能 1 0～5 満点 5 上記以外の基本機能があり、業務に有益なものか。

20 帳票管理 1 0～5 満点 5
・各種帳票の文言等について、管理者側で修正ができるか。
・帳票で管理者側で制御できる内容がどの程度あるか。

21 マスタ管理 1 0～5 満点 5
・名称、文言等の追加、廃止が管理者側でできるか。
・マスタ管理で管理者側で制御できる内容がどの程度あるか。

22 端末、プリンタ管理 1 0～5 満点 5
・使用する端末、プリンタの管理が管理者側でできるか。
（端末については機器を指定する仕様でなければこの限りでない）
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23 EUC機能 4 0～5 満点 20

・抽出条件がわかりやすくなっているか。
・データ抽出について制限事項があるか。（抽出できないデータ等あるか）
・抽出する時間帯に制限がないか。（開庁時間内ではできない等）
・CSV等、利用者が扱いやすい形式の拡張子でファイル出力が可能か。
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24 機能要件（任意機能） - - 満点 140
【様式６】機能要件有無確認表において、各項目ごとに採点を行い、合計点を
機能要件の点数とする。なお、代替機能ありと回答した場合、代替機能詳細に
記載された内容が当市の要件を満たしていない場合は０点とする。

25 追加提案 - - 10 見積価格の範囲内で調達仕様書に定める以外の機能追加の提案があるか。

26 質疑応答 - - 10 質疑応答の際に当市の意図した回答があったか。

27 ライフサイクルコスト - - 満点 140

・ライフサイクルコスト表に記載されている総額の費用に対して評価点を与え
る。
・下記の計算式により評価点を算出するものとする。
（式中の金額は全て税込み）
【計算式】
価格評価点 ＝　１４０点　×　（「最低見積価格」／「見積価格」）（小数
点以下第二位は四捨五入）
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